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代　表　質　問

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
提
案
が
採
用
さ
れ
た
際
に

は
、
詳
細
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
ふ
じ
さ
わ
及
び
神
奈
川
労

働
局
と
協
議
を
進
め
、
二
十
六

年
度
中
の
設
置
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（※）ソーシャルキャピタル…�人々の協調行動が活発化することにより社会の効率性を高めることができるという考え方に
基づいた「社会的ネットワーク」とそこから発生する「規範」や「信頼関係」などの社会組織のこと。

3月6日に開催された基調講演会=藤沢市医師会館

（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

団
塊
の
世
代
が
全
て
七

十
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五

年
に
は
、
疾
病
や
要
介
護
状
態

の
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
多
く
の
方
が
望
む

自
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

急
速
に
高
齢
化
が
進
展

す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
の
医
療
、

介
護
を
通
じ
て
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月

上
旬
に
医
師
会
と
連
携
し
て
、

医
療
、
福
祉
等
多
職
種
の
関
係

者
を
対
象
に
し
て
、
基
調
講
演

会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
十
六
年
度
か
ら
は
、
医
師
会

等
と
連
携
し
て
多
職
種
に
よ
る

協
働
研
修
事
業
を
通
じ
て
の
人

材
育
成
事
業
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
先
進
都
市
の
事
例
収
集
や

神
奈
川
県
が
実
施
し
た
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
の
実
態
調
査
後
、

市
独
自
の
実
態
調
査
を
行
う
。

そ
の
情
報
を
も
と
に
関
係
課
に

よ
る
横
断
的
な
庁
内
連
携
体
制

づ
く
り
や
医
療
、
介
護
関
係
者

で
構
成
さ
れ
る
在
宅
医
療
推
進

会
議
を
立
ち
上
げ
、
情
報
の
共

有
、
課
題
の
整
理
を
行
い
、
今

後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

る
と
思
わ
れ
る
市
民
に
申
請
書

等
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
向
け
の
臨
時
特
例

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

の
所
得
状
況
の
確
認
作
業
後
の

七
月
中
旬
を
目
途
に
、
対
象
者

に
対
し
申
請
書
等
の
送
付
を
開

始
し
た
い
。
審
査
方
法
及
び
給

付
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給

基
準
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、

八
月
以
降
に
口
座
へ
の
振
り
込

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

周
知
方
法
は
、
今
回
の
給
付

目
的
及
び
平
成
二
十
六
年
度
の

み
の
臨
時
的
事
業
で
あ
る
こ
と

を
鑑
み
、
対
象
と
な
る
市
民
に

対
し
て
確
実
に
周
知
で
き
る
よ

う
、広
報
ふ
じ
さ
わ
へ
の
掲
載
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
の
作
成

及
び
配
布
、
地
域
情
報
誌
へ
の

掲
載
等
に
よ
り
周
知
の
徹
底
に

努
め
る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
す
る
た

め
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
。

（
自
由
松
風
会
）

質
問　

官
民
が
連
携
し
て
健
康

寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
健
康
維
持
等
に
お
い
て
さ

ら
に
大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

健
康
増
進
計
画
の
改
定
を
待
た

ず
、
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

な
が
る
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
企
業
や
団
体
等
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
市
民
と
と
も
に
推
進

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

国
で
は
、
生
活
保
護
法

を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
を
成
立
さ

せ
、
今
後
の
運
用
は
各
自
治
体

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、

本
市
の
平
成
二
十
六
年
度
以
降

の
生
活
保
護
受
給
者
及
び
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

二
十
六
年
度
以
降
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
は
、
就
労
意

欲
向
上
の
た
め
の
支
援
と
職
業

相
談
や
職
業
紹
介
を
段
階
的
、

あ
る
い
は
一
体
的
に
実
施
で
き

る
事
業
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

二
十
七
年
度
か
ら
は
、
新
た
な

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が

開
始
す
る
た
め
、
生
活
に
困
窮

し
早
期
に
就
職
を
目
指
す
方
々

ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

計
画
期
間
内
に
公
募
か
ら
竣
工

ま
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。
神
奈
川
県
の
補
助
金
を

利
用
し
て
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
等
の
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
開
設
す
る
場
合
、

県
の
予
算
化
の
た
め
最
短
で
二

年
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
計
画
二
年
度
目
以
降
に
整

備
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

初
年
度
で
の
施
設
整
備
は
難
し

い
と
考
え
る
が
、
他
自
治
体
の

例
や
県
の
考
え
方
も
確
認
し
て
、

次
期
計
画
の
策
定
の
中
で
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ル
補
助
に

つ
い
て
は
、
二
十
六
年
一
月
開

催
の
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
連
絡
会
で
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
引
き
続
き
、
現

場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
次
期

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
中

で
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
弁　

政
府
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
案
を
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
本
市
と
し
て
は
、
安
全

で
安
心
し
て
使
え
る
電
力
と
し

て
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
点
か
ら
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
拡
大
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

地
域
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
地
域
で
つ
く
る
と
い
う
考
え

方
を
も
と
に
、
平
成
二
十
六
年

度
に
、
学
識
経
験
者
、
市
民
、

事
業
者
及
び
環
境
団
体
の
代
表

等
で
構
成
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
検
討
会
を
設
置
し
、

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
主
な
検
討
内
容
は
、

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
家
庭
用
燃
料
電

池
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ

ら
な
る
普
及
策
、
北
部
環
境
事

業
所
の
廃
棄
物
発
電
の
よ
う
な

一
定
規
模
以
上
発
電
し
た
電
力

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問　

平
成
二
十
六
年
度
に
次

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

す
る
が
、
計
画
初
年
度
に
当
た

る
二
十
七
年
度
に
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
整
備

で
き
る
の
か
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
に
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
を
常
勤
で
置
き
、
介
護
度

を
下
げ
た
場
合
の
ト
ラ
イ
ア
ル

補
助
を
提
案
し
て
き
た
が
、
現

在
の
検
討
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

介
護
保
険
事
業
計
画
は

三
年
を
一
期
と
す
る
法
定
計
画

で
、
本
市
で
は
地
域
密
着
型
サ

を
地
域
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
策
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
検
討

結
果
を
今
後
の
施
策
に
反
映
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問　

政
府
は
、
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
の
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
市
長
は
、「
脱
原
発
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
も
う
一
歩

進
め
て
「
即
時
原
発
ゼ
ロ
」
を

宣
言
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
地
産
地
消
で
進
め
る
具
体

的
な
施
策
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
伴

う
負
担
軽
減
策
と
し
て
支
給
さ

れ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
臨

時
特
例
給
付
金
は
、
申
請
手
続

が
必
要
で
あ
る
た
め
対
象
者
全

員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
申
請
、
審
査
及
び
周
知
方

法
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

申
請
方
法
に
つ
い
て
、

低
所
得
者
向
け
の
臨
時
福
祉
給

付
金
は
、
市
民
税
賦
課
決
定
後

の
七
月
を
目
途
に
、
対
象
に
な

臨
時
福
祉
給
付
金
等

申
請
手
続
の
周
知
を

官
民
連
携
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
を

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
整
備
は

エネルギーの地産地消検討会を設置

本市特性生かした施策を検討する
再生可能エネルギーの普及

す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
医
師
会
の
が
ん
検
診
精

度
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
検

診
受
診
者
の
増
加
に
向
け
た
検

討
、
慶
應
義
塾
大
学
及
び
藤
沢

市
保
健
医
療
財
団
と
と
も
に
モ

デ
ル
地
区
に
お
け
る
身
体
活
動

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
並

び
に
健
康
づ
く
り
応
援
団
運
動

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
体
操
の
作
成
と
普
及
等
を
始

め
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
増
進

計
画
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
健
康

づ
く
り
推
進
会
議
で
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
身
近
な
場
所
で

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
社
会
環
境
の
整
備
と
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
て
地
域
団

体
や
関
係
機
関
、
企
業
等
地
域

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル（
※
）

を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
施
策

の
推
進
を
庁
内
の
横
断
的
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

生
活
保
護
受
給
者
へ
の

就
労
支
援
の
展
開
は

全
般
に
対
象
を
広
げ
、
支
援
を

行
う
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
先
般
、
国
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

本
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
一

体
的
な
就
労
支
援
の
実
施
に
向

け
た
提
案
を
内
閣
府
に
提
出
し

た
。
具
体
的
に
は
、
市
福
祉
事

務
所
内
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
常

設
窓
口
を
設
置
し
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
求
人
情
報
の
提
供
や
応

募
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
生

活
保
護
か
ら
の
自
立
、
生
活
保

護
に
至
る
前
の
支
援
の
充
実
を

意
見
書

2
件
を
国
会
等
へ
提
出

〇
過
労
死
防
止
基
本
法
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

　

過
労
死
が
社
会
問
題
と
な

り
、「
Ｋ
ａ
ｒ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
」

が
国
際
語
と
な
っ
て
か
ら
四

半
世
紀
が
た
と
う
と
し
て
い

る
。
過
労
死
が
労
災
と
認
定

さ
れ
る
数
は
ふ
え
続
け
て
お

り
、
過
労
死
撲
滅
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
過

労
死
は
、
過
労
自
殺
も
含
め

て
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を

超
え
て
広
が
り
続
け
て
い
る
。

　

労
働
基
準
法
は
、
労
働
者

が
過
重
な
長
時
間
労
働
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
、

労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
が
、
実
際
の
労
働
現
場
で

は
、
過
重
な
長
時
間
労
働
が

蔓
延
し
、
そ
れ
が
当
た
り
前

で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

昨
今
の
雇
用
情
勢
の
中
で
、

労
働
者
は
、
い
く
ら
労
働
条

件
が
厳
し
く
て
も
、
使
用
者

に
そ
の
改
善
を
申
し
出
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。ま
た
、

個
別
の
企
業
が
、
労
働
条
件

を
改
善
し
た
い
と
考
え
て
も
、

厳
し
い
企
業
間
競
争
と
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
中
、
自
社
だ

け
を
改
善
す
る
こ
と
は
難
し

い
面
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
行
の
労

働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
る
対
応
に
限
界
が
あ
り
、

特
に
個
人
や
家
族
、
個
別
企
業

の
努
力
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る

以
上
、
国
が
新
た
に
法
律
を
定

め
、
総
合
的
な
対
策
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に

対
し
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
を

撲
滅
す
る
た
め
、
過
労
死
防
止

基
本
法
を
早
期
に
制
定
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

〇
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け

る
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る

意
見
書

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」
と
い
う
。）
は
、
失
業
者
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
な
ど
を
含

め
低
所
得
者
の
加
入
が
多
い
、

年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準

が
高
い
、
所
得
に
占
め
る
保
険

料
負
担
が
重
い
と
い
っ
た
構
造

的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
保
の
国
庫
負
担
割

合
は
、
昭
和
五
十
九
年
ま
で
医

療
費
の
四
五
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
五
十
九
年
の
国
保
法
改
正

に
よ
り
、
保
険
給
付
費
の
五
〇

％
と
な
り
、
さ
ら
に
三
度
の
改

定
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
の

四
一
％
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
そ
の
結
果
、
市
町
村
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
恒
常
的
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
の
報
告
書
及
び

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改

革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
、
国
保
の
保
険
者

を
都
道
府
県
に
移
行
す
る
方

針
が
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
国
保
の
構
造
的

な
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
、

国
保
の
保
険
者
を
都
道
府
県

と
し
た
と
し
て
も
、
多
額
の

赤
字
を
都
道
府
県
に
背
負
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
だ
と

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
全
国
知
事

会
は
、「
国
保
に
つ
い
て
は
、

構
造
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
、

持
続
可
能
な
制
度
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
が
、
運
営
等
に
つ

い
て
都
道
府
県
が
市
町
村
と

と
も
に
責
任
を
担
う
こ
と
の

前
提
で
あ
る
。」
と
の
声
明

を
発
表
し
た
。
ま
た
、
構
造

的
な
問
題
を
抜
本
的
に
解
決

す
る
方
策
と
し
て
財
政
基
盤

の
確
立
を
挙
げ
、
国
の
責
任

に
よ
る
財
源
措
置
の
必
要
性

を
強
調
し
て
お
り
、
国
庫
負

担
の
増
額
は
、
国
保
制
度
の

存
続
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
対
策
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
国
庫
負
担
を
大
幅

に
増
額
し
、
国
庫
負
担
割
合

を
医
療
費
の
四
五
％
に
戻
す

よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。（以

上
、
要
旨
を
掲
載
）

多
職
種
に
よ
る
協
働
研
修
事
業
を
実
施

　
在
宅
医
療
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
検
討
を
進
め
る

 

在
宅
医
療
の
推
進


